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Summary 

Morphology and pathogenicity of leech parasitizing on wild birds were investigated in Wild Animal Medical Center of Rakuno 

Gakuen University. There were following six cases; Bonin Petrel, Pterodroma hypoleuca, Whooper Swan, Cygnus cygnus, 

White-fronted Goose, Anser albifrons, Black-tailed Gull, Larus crassirostris, Northern Goshawk, Accipiter gentilis and Ryukyu 

Collared Scops Owl Otus lempiji pryeri. Leeches collected from their eye surface, trachea, nasal cavity and webbing, and corneal 

opacity, bleeding from around eye and dyspnea observed in some cases. They identified as Theromyzon tessulatum (from C. 

cygnus and L. crassirostris) and Theromyzon sp. (Ans. albifrons, Ac. gentilis and O. l. pryeri) but we could not identify the 

speciemen from P. hypoleuca. There were the first host records of the parasitic leeches from P. hypoleuca, L. crassirostris, A. 

gentilis and O. l. pryeri.  
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はじめに 

 ヒル類は環形動物門環帯綱ヒル亜綱に属し、多くは自

由生活をするが、中には脊椎動物の体表や眼球表面、鼻

腔などに寄生するものもいる [27, 29]。野鳥に寄生する

ヒル類としては、特に吻蛭目 Rhynchobdellida のグロシ

フォニ科 Glossiphoniidae に属するものが世界各地で良

く知られる [11,40]。一般にヒル類は宿主特異性が低く、

また鳥類寄生性のものは宿主に伴って移動するため分

布が広いものが多い [12, 40]。中でも水鳥類の鼻腔に寄

生するヒル類は病原性が強いため問題視されているが、

分布や形態に関する情報は限られている [11, 40]。我が

国においては、鳥類寄生性のヒル類としてミズドリビル

Theromyzon tessulatum (シノニム Protoclepsis tessellata) 

の報告があるのみであり、病原性に関する報告は少ない 

[24, 27-29]。筆者らは酪農学園大学野生動物医学センタ

ー（WAMC）において鳥類の病原体、寄生虫について検

査を実施しており [39]、その間に採集または検査依頼さ

れた野鳥寄生性ヒル類６症例について、分類学およびそ

の病原性について検討を行ったので報告する。 

材料と方法 

国内各地で回収されたシロハラミズナギドリ

Pterodroma hypoleuca、オオハクチョウ Cygnus cygnus、

マガン Anser albifrons、ウミネコ Larus crassirostris、オオ

タカ Accipiter gentilis、リュウキュウオオコノハズク Otus 

lempiji pryeri の計 6 種 6 個体からヒル類が採集され、

WAMC において分類学的検討を行った。それぞれの採

集地、採集日，寄生部位，虫体数および臨床症状につい

て表１に示した。なおヒル類の形態および分類に関する

用語については、長尾 [27] および中野 [26] に準じた。 

生体から採集されたヒル類は、10%エタノールまたは

炭酸水を用いて麻酔した後に圧扁した後に 70%エタノ

ールで固定した。他の標本は圧扁した後 10%ホルマリン

あるいは 70%エタノールにより固定したが、飽血してい

るものや既に固定されているなど状態が悪く、十分な圧

扁は不可能であった。標本は内部形態の観察のためラク

トフェノールによる透徹、あるいは脱水後にキシレンに

よる透徹を行い、バルサム封入標本を作製した後に実体

顕微鏡または光学顕微鏡下で形態を観察した。 

結果 

本報で検討したヒル類は、口が小さく顎や歯を認めな

いことから全て吻蛭目に属すると考えられた。シロハラ

ミズナギドリから得られた標本は既に固定されており、

十分な内部形態の観察ができず属種の特定ができなか

った。残り 5種の標本は、体幅が頭部よりきわめて大き

い事、尾吸盤が明瞭だが口吸盤が背面から確認できない

事、1体節は３体環により成る事によりグロシフォニ科

に属すると考えられた [27, 41]。このうちオオハクチョ

ウおよびウミネコから得られた標本は，頭部が頸部より

狭く区別できない事，眼が 4対であること，体は扁平で

あり体幹内に 12 対の胃側盲嚢が認められることなどか

ら，Theromyzon属であると考えられた [27, 40, 41]．また

雄生殖口と雌生殖口間の体環数が３つであることより、

T. tessulatumと同定された [27, 28]．マガン、オオタカお

よびリュウキュウオオコノハズクから得られた標本は

眼が 4 対認められることにより Theromyzon 属であると

考えられたが、マガンから得られた標本は圧扁が不十分

なため十分な観察ができず、オオタカの標本は保存状態

が悪く腹部が崩れており、リュウキュウオオコノハズク

の標本は塩をかけられて縮み、かつ既に固定され圧扁が

不可能であったことにより十分な内部形態の観察がで

きず、種の特定には至らなかった。 

考察 

野鳥に寄生するヒル類は、今までにヒルド科

Hirudinidae の Hirudo 属、Myxobdella 属、 Macrobdella

属、Ornithobdella属および Hirudobdella 属、ヘマジプス

科 Haemadipsidae の Haemadipsatonobdella 属および

Chtonobdella 属、グロシフォニ科の Placobdella属および

Theromyzon 属等が知られる  [11,40] 。このうち

Theromyzon 属には現在までに T. affinis、T. bifarium、T. 

cooperi、 T. garjaewi、T. maculosum、T. matthaii、 T. 

mollissimum、T. pallens、T. propinquum、T. rude、T. 

sexoculatum、T. tessellatoides、T. tessulatum および T. 

trizonare の 14 種が知られており、多くはカモ目を中心

とした水鳥類に寄生する種であるが、中には魚類や軟体

動物、ヌートリアなどに寄生する種も含まれる [1, 2, 4, 

7-10, 12, 14-17, 19, 23, 25, 30-32, 34-36, 38, 40]。これらの

うち、我が国では旧北区に広く分布する T. tessulatumが

北海道東部（阿寒湖、床丹及び達古武沼）と、長野県安

曇野市で採集されている [20, 24, 28]。今回得られたもの

のうち、苫小牧市、美唄市、神奈川県厚木市及び沖縄県

名護市での Theromyzon属の報告は初めてであった。 

 ヒル類の寄生例はカモ目鳥類での報告が多いが，国外

ではカモ科鳥類以外からも記録がある。例えばカモメ科

鳥類ではロシア共和国ヤクート地域のカモメ L. canus、

ユリカモメ L. ridibundus およびアジサシ Sterna hirundo

からの報告が知られるが、ウミネコからのヒル類の報告

は無い [13, 40]。陸鳥では、今までにヨーロッパのオジ

ロワシ Haliaeetus albicilla、カワラバト Columba liviaお

よびズキンガラス Corvus cornixから T. tessulatumが報告

されているが、オオタカおよびフクロウ目鳥類における

Theromyzon 属を含むヒル類の寄生は本報が初めての記

録である [5, 6, 21, 33]。ミズナギドリ目鳥類に寄生する

ヒル類としては、南米のシロハラミズナギドリ属の 1種
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Pterodroma sp.から Nesophilaemon skottsbergiiの報告があ

るが [37, 40]，シロハラミズナギドリからの報告はない。

したがって今回の症例のうち、ウミネコ、オオタカ、オ

オコノハズク及びシロハラミズナギドリにおけるヒル

類の寄生は初記録となる。 

ヒル類は時に野鳥に致死的であり、Theromyzon属では

主に水鳥類の鼻腔や眼球表面に寄生し、呼吸困難や視覚

障害を惹起することがヨーロッパ等の水鳥類で報告さ

れている [7, 10, 11, 16, 19, 33, 38, 40]。国内では長野県の

コハクチョウなど 5 種のカモ科鳥類において眼球突出

を引き起こしたことが報告されている [24]（但し北海道

美唄市宮島沼にて T. tessulatumと思われるヒル類が鼻腔

に寄生したオオハクチョウの収容記録がある：星子廉彰

氏 私信）。今回検討した症例のうち、シロハラミズナ

ギドリ、オオハクチョウおよびウミネコでは眼球表面に

寄生し、このうちオオハクチョウとウミネコでは眼球周

囲（眼結膜または瞬膜）からの出血を認めた（図２）。

またオオタカでは気管内から見いだされ、リュウキュウ

オオコノハズクの症例では多数が寄生し呼吸困難など

の臨床症状を呈していたことから、傷病個体における失

明や窒息などの危険性が示唆された（図３）。一方、今

回検討した症例のうち生体で保護されたシロハラミズ

ナギドリ、ウミネコおよびリュウキュウオオコノハズク

は、ヒルを除去した後加療され無事放鳥されているため、

保護された後に適切な処置を受けられれば、宿主個体の

生存は難しくないと考えられる。 

 Theromyzon 属のヒル類の主な生息環境は水辺である。

ガン・ハクチョウ類は主に内水面で生活し、水中に頭を

入れて採餌するため [3]、ヒル類の寄生を受けやすいと

考えられる。またウミネコは北海道、本州の沿岸域で繁

殖するが、非繁殖期には水田など内陸の淡水域にも飛来

し、水面上でも採餌を行うため [3]、ヒルの寄生は難し

くないであろう。一方、オオタカは森林性の猛禽類で鳥

類を主食とし、オオコノハズクは同じく森林性の鳥類で

小動物、昆虫類を主食とするが、いずれも頻繁に水に入

るわけではない [3]。しかし、オオタカは水鳥類を餌と

して利用することがあり、水辺での狩猟や水浴び等の際

に偶発的にヒルの寄生を受けたか、あるいは餌として食

べた水鳥に寄生していたものが偶然体内から見つかっ

た可能性が考えられる。望月ら [24] は、ヒル類が眼球

に寄生した個体に群れから離れ単独行動を取る傾向が

見られたことから、眼球突出に伴う視野狭窄により捕食

されやすくなる可能性を述べている。またオオコノハズ

クについても、水浴びなどの行動の際に偶発的に寄生を

受けた可能性はある。シロハラミズナギドリは外洋性の

海鳥で、基本的に繁殖期以外は陸に上がることがないが、

時折内陸で保護されることもある [18]。本事例のものも

衰弱して保護されたが、繁殖地で既にヒルが寄生してい

たのか、道中で衰弱後に寄生を受けたのか等の詳細は不

明である。 

 今回、標本の状態が悪く種同定に至らないものが多か

った。そのため新たな標本の入手と、詳細な形態情報に

基づいた検討が必要である。またヒル類の分類は形態に

基づいて実施される他、ミトコンドリア DNAの COX１

領域等の配列に基づく分子生物学的な分類が知られて

おり [22]、今後標本数を増やしたうえでそのような分析

が望まれる。 
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和文摘要 

 酪農学園大学野生動物医学センターにおいて、シロハ

ラミズナギドリ、オオハクチョウ、マガン、ウミネコ、

オオタカおよびリュウキュウオオコノハズクから得ら

れた寄生性ヒル類について形態および病原性を検討し

た。ヒル類は眼球表面、気管、鼻腔および蹼から得られ、

一部の症例では角膜混濁、眼球周囲からの出血や呼吸困

難等の臨床症状を示していた。オオハクチョウおよびウ

ミネコからミズドリビル Theromyzon tessulatum、マガン、

オオタカおよびリュウキュウオオコノハズクから

Theromyzon sp.が得られたが、シロハラミズナギドリの

ヒルは属種を同定できなかった。ウミネコ、オオタカ、

リュウキュウオオコノハズクから寄生性ヒル類は初め

て記録された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表説明 

Table 1. Information of examined host and leeches 

Fig. 1 Leeches parasitized on eye of Bonin Petrel 

Fig. 2 Leeches parasitized on eye of Whooper Swan 

Fig. 3 Leeches parasitized on Ryukyu Collared Scops Owl: (A) eye (B) nasal cavity  

 

 



6 

Table 1.

*AsNo.
性
Sex

齢
Age

採集地
Collected locality

採集日
Date

宿主状態
Host status

寄生部位
Site

個体数
Specimen number

寄生状況・症状
Diagnosis

備考
Leech status

ミズナギドリ目 Procellariiformes

ミズナギドリ科
Procellariidae

シロハラミズナギドリ

Pterodroma hypoleuca
- U U

兵庫県
王子動物園

Hyogo, Oji Zoo

1984.8.22
衰弱

prostration

眼球表面
eye surface

5**
出血等なし

no clear findings

飽血状態（生体）

satiety (live)

カモ目 Anseriformes

カモ科
Anatidae

オオハクチョウ

Cygnus cygnus
As9724 F Adult

北海道苫小牧市
Tomakomai,

Hokkaido

2010.4.25
死亡
dead

眼球表面
eye surface

1

眼球周囲より出血
bleeding from around

eye

飽血状態
（死亡）

satiety (dead)

マガン

Anser albifrons
As6241 F Adult

北海道美唄市
Bibai, Hokkaido

2006.4.23
死亡
dead

蹼
webbing

2
蹼に付着

attach to the webbing

死亡
dead

タカ目 Accipitriformes

タカ科
Accipitridae

オオタカ

Accipiter gentilis
- F Adult

神奈川県厚木市
Atsugi, Kanagawa

2000.5.24
不明

unknown

気管
trachea

1
詳細不明

no information

固定不十分
腹部融解

insufficient fixation,

abdominal melting

チドリ目 Charadriiformes

カモメ科
Laridae

ウミネコ

Larus crassirostris
- U Adult

北海道苫小牧市
Tomakomai,

Hokkaido

2004.9.4
衰弱

prostration

眼球表面
eye surface

2
角膜混濁

corneal opacity

飽血状態（生体）
satiety (live)

フクロウ目 Strigiformes

フクロウ科
Strigidae

リュウキュウオオコノハズク
Otus lempiji pryeri

As9669 U Adult
沖縄県名護市
Nago, Okinawa

2010.1
衰弱

prostration

眼球表面、
鼻腔

eye surface,

nasal cavity

7

角膜混濁、眼球周囲
および鼻腔より出血

corneal opacity,

bleeding from around

eye and nasal cavity

塩をかけられた後に固定
fixed by ethanol or

formalin, after being

salted

*: specimen serial No. in WAMC

**: we were able to examine one fixed and not compressed specimen only

宿主種
Host species
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